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SOFT CALM ensures both comfortable
and safe lifestyles.

Sound insu la t ion  mater ia l s

防衛施設周辺における住宅防音事業採用材料

遮音用 鉛材料

0.3mmの遮音板
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床衝撃音レベル遮音性能

音の大きさの目安

遮音性能の基本法則

音の大きさを表す

音の高さを表す

音の伝搬

音の基礎知識
“デシベル”、“ヘルツ”など、音の用語はなじみの薄い言葉ばかり。でも決して難しいものではありません。
音の単位と騒音レベル、遮音性能の見方がわかれば、遮音設計も的確に行えます。

騒音レベル(dB) 環境騒音 騒音規制値、建築学会推奨値楽器、オーディオ家電、家電 人の声
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ジェット機 (200m)

ジェット機 (600m)

地下鉄構内

地下鉄電車内

幹線道路端

新幹線車内

車のアイドリング

都心の住宅地昼
事務室

都心の住宅地深夜

郊外の住宅地深夜

過疎地深夜

ポピュラー（演奏者）

オーケストラ（演奏者）
 ドラム
ピアノ（プロ）
トランペット、サックス

ピアノ（アマ）、ヴァイオリン
ホームシアター、オーディオ（マニア）
オーディオ
琴
テレビ
洗濯機（脱水）

洗濯機（洗濯）

掃除機

エアコン

パソコン（デスクトップ）

パソコン（ノート）

叫び声（5cm）

叫び声

声楽プロ

怒鳴り声

小学生の笑い声

かなり大きな声

普通の声
いびき（中）

小さい声

ささやき声

小さなささやき

寝息

労働安全衛生規則作業環境基準（85ｄB）

環境基準；工業・商業地域の昼間（60dB以下）

環境基準；工業・商業地域の夜間（50dB以下）
住専・住宅地域の昼間（55dB以下）

環境基準；住専・住宅地域の夜間（45dB以下）

学会推奨基準；集合住宅居室（1級 35dB）

学会推奨基準；コンサートホール（1級 25dB）

耳
の
感
度（
聴
感
補
正
値
）

●
時
報（
高
い
方
の
音
）

●
時
報（
低
い
方
の
音
）

●
女
性
の
声

●
男
性
の
声

●
鐘●

大
太
鼓

●
ピ
ア
ノ
の一番
高
い
音

ピ
ア
ノ
の一番
低
い
音
●

●
サ
イ
レ
ン

●
ホ
イ
ッ
ス
ル

人間の可聴範囲　20～20000Hz

オーディオのBASS調整 オーディオのTREBLE調整
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周波数（Hz）

（ｄＢ）

●dB（デシベル）
音の大きさを示す値。10dB上がれば2倍の大きさに、
10dB下がれば半分に感じ、その数値の変化は人間の感覚
とよく一致すると言われています。

●Hz（ヘルツ）
音の周波数を示す値。音は空気の振動であり、1秒間当た
りの振動数を周波数といい、値が大きいほど高い音質とな
ります。ちなみに人の耳の感度は周波数によって異なり、低
周波には非常に鈍感で、高周波の方が敏感です。
3000Hzのホイッスルが遠くまで聞えるのは、最も敏感な
周波数であるからです。

●質量則（しつりょうそく）
材料の質量が大きいほど遮音性能が大きくなるという法則。
鉛シートは高比重で柔らかいため、質量則より高い遮音性能が得
られます。

床衝撃音レベル
の等級で、基準
曲線を上図に示
します。

床に床衝撃音発生器で衝撃を加えた時の、真下の部
屋に伝わる音の大きさで、ｄBで表す。遮音性能とは逆
に、値が小さいほど床衝撃音の遮断性能が高いことを
示します。
軽量衝撃（LL）　
「コツッ」という落下音や椅子の引きずり音など、硬
い物が床に当たった音を想定

重量衝撃（LH）　
「ドン」という子供の飛びはねや走り回り音を想定

音の伝わり方は2種類あり、それぞれ対策が異なります。
（1）空気伝搬音

空気中を伝わってくる音。
壁や床から聞こえてくるテレビや話し声、窓や外壁から
入ってくる自動車騒音など。

（2）固体伝搬音
建物の構造体を伝わり、騒音源に面していない床や壁
からも聞こえてくる音。
2階の足音、自動車などの振動、トイレの排水音など。

遮音性能（しゃおんせいのう） TLD（ティーエルディー） L（エル）値床衝撃音レベル
壁、床などの建築部位や材料の
もつ、空気伝搬音（空気中を伝わ
る音）を低減する量で、ｄＢで表
す。値が大きいほど遮音効果が
高いことを示し、通常高周波数ほ
ど遮音性能は大きくなります。

音響透過損失（試験室で正確に
計測した、壁の遮音性能）を、
5ｄBステップでランク付けしたも
のを遮音等級“TLD値”といい、基
準曲線を上図に示します。
現場測定値の場合は“D値”
（ディー値）と呼びます。

遮音性能を表す用語

音
響
透
過
損
失

中心周波数（Hz）

鉛シートA-1タイプ

実測値 計算値（質量則）
音
響
透
過
損
失

中心周波数（Hz）

鉄板0.7mm

実測値 計算値（質量則）

遮音性能
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遮音性能を
5dBアップ
するために 厚さ2倍 重量2倍

鉛ボード

または

ALC
厚さ100mm

下地45mm
ソフトカーム
Ｐ‐5（石膏ボード 12.5mm
　　　＋鉛0.3mm）

グラスウール
密度24kg／m3  50mm

ALC 単体
TLD‐30

ソフトカーム張り
TLD‐45

グラスウール充填
TLD‐50

上張り材　目違い張り

鉛ボードP5タイプ
タッピングビス留め
目地パテ処理

鉛ボードP5タイプ
タッピングビス留め

充填材
（シーリング材等）

①音源　80ｄＢ
オーディオ等

戸境壁

？ｄＢ

③必要な
　遮音性能 ②透過音　35ｄＢ　以下

建築学会基準１級（集合住宅・居室）

③遮音性能 45ｄＢ＝①騒音源 80dB－②透過音 35ｄＢ

計算例

室内騒音の建築学会推奨基準
建築物 室用途 騒音レベル（dB）

集合住宅
ホ テ ル
事 務 所

居　　室
客　　室
会議・応接室

1級
35
35
35

2級
40
40
40

3級
45
45
45

1級 建築学会が推奨する好ましい性能水準
2級 一般的な性能水準
3級 やむを得ない場合に許容される性能水準

面を重くする
面の重量を大きくするほど遮音性能が増加し、
質量が2倍になるごとにおよそ5dBの増加となります。

二重壁にする、中空にグラスウール等の吸音材を入れる
単板構造より大きな遮音性能を得る方法として、中空二重
壁が有効です。
ALC単板からわずかに離して下地材を取り付けソフトカー
ムを張ることにより、遮音性能は大きく向上します。
中空の吸音材充填を併用することにより、さらに遮音性が
向上します。

隙間を作らない
制振遮音ボードの目地、壁の出・入隅部、壁と天井・床の取合部、建
具枠の周辺などの隙間は、音漏れの要因となりますので、パテや
充填材により隙間処理をしてください。

防振・絶縁対策
音は通常空気中を伝わっていきますが、建物の構造体（コンクリー
ト、鉄骨、木材など）の中も伝搬していきます。ピアノ、建築設備、機
械などの振動が構造体に伝わらないよう、浮床、防振天井、独立壁
とし、室内を「浮き構造」とすることが効果的です。

開口部の処理
ドア、窓、換気扇などの開口部の防音処置も欠かせない要素です。

必要な遮音性能を求め、条件に合う遮音構造
を選定します。

※ダクトによる伝搬を防ぐため、全館換気システムとは別系統の設置をお
奨めします。

※外部との遮音性を優先する場合は、廊下など室内側と換気してください。

①騒音源の設定 ②透過音（受音室の静けさのレベル）の設定 ③必要な遮音性能の計算
騒音源の音の大きさを設定します。
新設の場合は、過去の測定データや文献資料、
機械メーカー等の測定資料などを参考に音源
の大きさを設定します。
改修の場合は、現場で騒音測定を行うことによ
り騒音値を正確に把握することができます。

受音室（静かにしたい部屋）への、透過音（静け
さのレベル）を設定します。

ド　ア ： 防音仕様のドアをご検討ください。
　窓　 ： 既存窓の内側に防音サッシ取り付けを推奨
換気扇 ： 熱交換型換気扇＋防音フードを推奨

防音対策を検討する際に、まずは基本をご理解ください。

防音対策の基本

遮音構造を選定するときは、音源と透過音の大きさにより必要な遮音性能を求めます。

遮音計算について



3

ソフトカーム規格

鉛シート（鉛板） 粘着剤無し
品番 鉛厚（mm） 寸法（mm）

A-1 0.3 940×10,000

A-2 0.5 940×10,000
460×10,000

A-3 1.0 940×5,000
460×5,000

鉛シート（鉛板） 粘着剤付き
品番 鉛厚（mm） 寸法（mm）

AP-1 0.3 920×10,000
460×10,000

AP-2 0.5 920×10,000
460×10,000

AP-3 1.0 460×5,000

Aタイプ（粘着剤無し）

APタイプ （粘着剤付き）

●鉛は高密度（11.34）のため重く、高い遮音性能を持っています。また鉛は非常に柔らか
く共振現象を起こさないので、薄くて効果の大きな理想的な遮音材料です。
●ソフトカームは高純度（99.9％以上）の直接鋳造鉛板を単体あるいは複合板に加工し
た製品ですので特殊な工具を必要とせず、施工が容易です。
●鉛は化学物質を一切含みませんので「ホルムアルデヒド発散建築材料」対象外です。

ソフトカームの特徴

寸法（mm）

460×5,000

寸法（mm）

920×10,000
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P-3

P-10

P-2

P-5

P-1

ラワン
ベニヤ

鉛

P-2

鉛

ラワンベニヤ

P-3

鉛

石膏ボード

P-5

鉛

硅酸カルシウム板

P-10

鉛
P-1

ラワン
ベニヤ

シナ
ベニヤ

鉛テープ 粘着剤付き
品番 鉛厚（mm） 寸法（mm）

TP-1 0.3
40×10,000

TP-2 0.5
TP-3 1.0 40×5,000

鉛ベニヤ
品番 鉛厚（mm） 貼合板（mm） 寸法

P-1 鉛+シナベニヤ
（片面貼り）

0.3
0.5
1.0

4
5.5

3'×6'
3'×7'

P-2
+鉛+

（両面貼り）

3
4
5.5

3'×6'
3'×7'
1m×2m

P-3 鉛+ラワンベニヤ
（片面貼り）

3
4
5.5

3'×6'
3'×7'
1m×2m

9
12 3'×6'

鉛ボード
品番 鉛厚（mm） 貼合板（mm） 寸法

P-5 鉛+石膏ボード
（片面貼り）

0.3
0.5
1.0

9.5
12.5

3'×6'
1m×2m

15 3'×6'

P-10 鉛+硅酸カルシウム板
（片面貼り）

6
8
10
12

3'×6'

鉛複合板

※鉛0.3mmの1m×2mは取り扱っておりません。

※鉛0.3mmの1m×2mは取り扱っておりません。

ラワン
ベニヤ

ラワン
ベニヤ



5

性能データ

単体遮音性能

鉛ボード　P-5タイプ

鉛シート（鉛板）Aタイプ

音
響
透
過
損
失

（dB）

中心周波数（Hz）
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鉛 0.3t
鉛 0.5t
鉛 1.0t
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（dB）

中心周波数（Hz）
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125 250 500 1k 2k 4k

鉛 0.3t
鉛 0.5t
鉛 1.0t

空調ダクトや排水管の防音にご使用い
ただくことを目的とした製品です。

壁、天井の防音にご使用いただくことを
目的とした製品です。
防衛施設周辺における住宅防音事業に
も選定されております。

ソフトカームの優秀な性能は、データでも保証されています。

鉛板

石膏ボード
12.5t

[単位：mm]
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ALC壁

構造体遮音性能

木造外壁

154.3
100 45 9.3

154.3
100 45 9.3

100

ALC 100t

ALC 100t

ALC 100t

グラスウール24K 50t

ソフトカームP-5
（鉛0.3t＋石膏ボード9t）

ソフトカームP-5
（鉛0.3t＋石膏ボード9t）

230.5

40105
9.512 18

20

12.5

13.5

158
105

12 18 10.512.5

147.5
105

12 18 12.5

石膏ボード 12.5t

石膏ボード 12.5t

石膏ボード 12.5t

間柱 105×30 ＠455

間柱 105×30 ＠455

グラスウール 10k 100t

グラスウール 10k 100t

グラスウール 32k 50t

胴縁18×45 @455 縦流し

透湿防水シート

防火サイディング 12t
（繊維混入パーライトセメント
けい酸カルシウム板）

ソフトカームP-5 10.5t
（石膏ボード 9.5t+鉛 1.0t）

石膏ボード 9.5t

木下地 40×30 @455

ソフトカームP-5 13.5t
（石膏ボード12.5t+鉛1.0t）

音
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損
失
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③
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TLD-45

TLD-40

TLD-35

TLD-30

①
②
③

[単位：mm]

[単位：mm]

③ ソフトカームふかし壁
（グラスウール充填）
　TLD-50

② ソフトカームふかし壁
　TLD-43

① ALC
　TLD-29

① 木造外壁
　TLD-31

② ソフトカーム増張り
　TLD-38

③ ソフトカームふかし壁
　TLD-47
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ソフトカーム増張りによる遮音改修

遮音性能改善量

増張り面
音響透過損失（dB）

TLD値
125Hz 250Hz 500Hz 1kHz 2kHz 4kHz

① 片面 +6 +4 +3 +5 +11 +8 +6
② 両面 +11 +9 +5 +9 +24 +19 +11

遮音性能改善量

増張り面
音響透過損失（dB）

TLD値
125Hz 250Hz 500Hz 1kHz 2kHz 4kHz

① 片面 +2 +6 +5 +9 +12 +16 +3
② 両面 +4 +8 +6 +13 +20 +25 +5

（1）耐火間仕切壁（吉野石膏B15・G）の片面および両面にP-5を増張りした場合の遮音性能改善量
基本壁の遮音性能　TLD-42
増張り材　P-5（石膏ボード9.5t+鉛1.0t）　酢酸ビニル系接着剤+ステープル留め

（2）木造準耐火間仕切壁（告示仕様）の片面および両面にP-5を増張りした場合の遮音性能改善量
基本壁の遮音性能　TLD-40
増張り材　P-5（石膏ボード9.5t+鉛1.0t）　酢酸ビニル系接着剤+ステープル留め

135.5
125 10.5

146
12510.5 10.5

スタッド65形 @455

グラスウール24k　50t

強化石膏ボード 15t

ソフトカームP-5 10.5t
（石膏ボード 9.5t+鉛1.0t）

①片面対策 ②両面対策
ソフトカームP-5 10.5t
（石膏ボード 9.5t+鉛1.0t）

165.5
155 10.5

176
15510.5 10.5

グラスウール24k　25t

石膏ボード 12.5t

ソフトカームP-5 10.5t
（石膏ボード 9.5t+鉛1.0t）

①片面対策 ②両面対策
ソフトカームP-5 10.5t
（石膏ボード 9.5t+鉛1.0t）

間柱105×35　＠455

[単位：mm]

[単位：mm]
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(注）基本壁の遮音性能および改善量は、施工精度や開口部等からの廻り込み等現場の状況により変わる可能性がありますので予め
ご了承ください。

（3）直張り工法壁（GL工法）の片側および両側にP-5を増張りした場合の遮音性能
増張り材　P-5（石膏ボード9.5t+鉛1.0t）　接着剤+ステープル留め

TLD-60

TLD-55

TLD-50

TLD-45

TLD-40

TLD-35

TLD-30

音
響
透
過
損
失

（dB）

中心周波数（Hz）

80

70

60

50

40

30

20

10
125 250 500 1k 2k 4k

TLD-60

TLD-55

TLD-50

TLD-45

TLD-40

TLD-35

TLD-30

音
響
透
過
損
失

（dB）

中心周波数（Hz）

80

70

60

50

40

30

20

10
125 250 500 1k 2k 4k

記号 構造・対策 TLD値

コンクリート200t 48
片側GL張り 39
片側P-5増張り 51

記号 構造・対策 TLD値

コンクリート200t 48
両側GL張り 38
片側P-5増張り 47

石膏ボード 12.5t

①片側GL張りの場合
ソフトカームP-5 10.5t
（石膏ボード 9.5t+鉛1.0t）

GLボンド

コンクリート 200t

石膏ボード 12.5t

ソフトカームP-5 10.5t
（石膏ボード 9.5t+鉛1.0t）

GLボンド

コンクリート 200t

②両側GL張りの場合

[単位：mm]

[単位：mm]
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空調ダクト ・ 排水管防音

（1）空調ダクト施工例

（2）排水管施工例

ダクトに直にソフトカームを貼り付けることにより、重量が
増加するにしたがって周波数帯域全体にわたり改善されて
います。

吸音材（グラスウール等）をはさんでソフトカームを巻き付
けることにより、500Hz以上の中高音域で大きな改善を得
ることができます。

　マンションのパイプスペースが居室に面していると、そ
の壁面より上階の排水音が聞こえてきます。
　右図は、マンション7階トイレ排水時における2階居室流
水音の現場測定値です。騒音レベルは裸管50dB→防音対
策後34dBとなり、16dBの効果を確認できます。PS壁（合
板9mm）仕上げ時、対策無し37dB→対策有り29dBと、暗
騒音に近い値にまで低減されます。

ダクト内→ダクト外（ダクト寸法450 +450mm）の音圧レ
ベル差を鉛厚ごとに測定した結果です。

亀甲金網

鉛テープまたは
アルミテープ

鉛シート

ダクト鉄板

亀甲金網
スピンドルピン
鉛テープまたは
アルミテープ

鉛シート

ダクト鉄板

グラスウールまたは
ロックウール

非常に大きく聞こえ
かなりうるさい

非常に大きく聞こえ
うるさい

かなり大きく聞こえる

大きく聞こえ気になる

多少大きく聞こえる

聞こえる

小さく聞こえる

非常に小さく聞こえる

騒
音
レ
ベ
ル
差

（dB）

40

50

60

30

20

10

0

50

34
37

27

防音対策：グラスウール 25t
 ＋鉛 0.5t

裸菅 防音対策
(グラスウール25t
+鉛0.5t)

PS壁のみ
(対策なし)

防音対策
+
PS壁

暗騒音

住宅における生活実感との対応例

29

鉛シート

鉄線

鉛テープ
またはアルミテープ

グラスウール 25t

ダ
ク
ト
内
外
音
圧
レ
ベ
ル
差

（dB）

中心周波数（Hz）

40

30

20

10

0
63 125 250 500

鉄板 0.6t＋鉛 1.0t
鉄板 0.6t＋鉛 0.5t
鉄板 0.6t [単位：mm]

ダ
ク
ト
内
外
音
圧
レ
ベ
ル
差

（dB）

中心周波数（Hz）

40

50

30

20

10

0
63 125 250 500

鉄板 0.6t＋GW24k25t＋鉛 1.0t
鉄板 0.6t＋GW24k25t＋鉛 0.5t
鉄板 0.6t＋GW24k25t＋鉛 0.3t
鉄板 0.6t [単位：mm]

[単位：mm]
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エレベーター走行時の居室内騒音と適用等級
記　号

仕　　　様 通常仕様 防音仕様
騒音レベル 37dBA 27dBA
騒音等級 N-40 N-30
適用等級※ 2級 1級

※室内騒音の評価基準（日本建築学会）
集合住宅・居室

適用等級 騒音等級 騒音レベル

1級（学会推奨基準） N-35 35dBA
2級 N-40 40dBA
3級 N-45 45dBA

エレベーターシャフト防音対策事例

（注）エレベーター駆動機械は防振対策をする必要があります。
これは現場測定値であり、エレベーターや施工精度等の条件により結果が変わる可能性がありますので予めご了承ください。

　新築集合住宅においてエレベーターシャフトと居室が隣接して計画され、エレベーター騒音の居室への伝搬を低減するため、ソフ
トカームP-5で居室壁の防音対策を行いました。

エレベーター走行時の居室内騒音レベルは27dBAとなり、建築学会の推奨する「1級」の静けさが得られました。

N-20

N-25

N-30

N-35

N-40

N-45
音
圧
レ
ベ
ル

（dB）

中心周波数（Hz）

60

50

40

30

20

10

0
125 250 500dBA 63 1k 2k 4k

通常仕様（玄関） 防音仕様（居室）

180 15 20 9.5
EV 玄 関 EV

180 15 50 10.5
10

居 間

GLボンド 15～20t

断熱発泡ウレタン 15t

RC壁 180t

石膏ボード 9.5t
上下ランナーと躯体との取合部

防振ゴムパッド 10t挿入

クリアランス 10t

断熱発泡ウレタン 15t

RC壁 180t

ソフトカーム P-5 10.5t
（石膏ボード 9.5t＋鉛 1.0t)

スタッド 50形
グラスウール 24k50t充填

[単位：mm]
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SOFT CALM ensures both comfortable
and safe lifestyles.

Sound insu la t ion  mater ia l s

防衛施設周辺における住宅防音事業採用材料

遮音用 鉛材料

0.3mmの遮音板

鉛製品の取り扱い注意事項
●輸　　送

●荷降ろし

●運　　搬

●保　　管

●水、湿気

●保 護 具

●残材処分

荷台に必ず横積みして、荷崩れ防止の処置を行ってください。 上積みをしないでください。

１人での荷降ろしは破損の原因になりますので、２人以上で荷降ろししてください。

重量物のため、周囲状況をよく確認して運搬し、足元等への落下にご注意ください。　　　　　　　　　　
鉛ボードは水平に持つと自重で折れやすいため、立てた状態で持ち運んでください。

直射日光や雨が当たらない乾燥した平らな場所に、横積みして保管してください。

水や湿気の影響を受けやすい場所への施工は避けてください。

施工時は、必要に応じて保護メガネ、マスク、手袋等を着用してください。

（都道府県から）許可を受けた金属リサイクル・廃棄物処理業者様等に処理をご相談ください。


